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謹
賀
新
年

　

旧
年
中
は
、
格
別
の
御
厚
情
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

早
い
も
の
で
県
議
会
議
員
と
な
っ
て
８
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
間
、
中
村
県
政
の
重
点
施
策
「
自
転
車
新
文

化
創
造
」の
象
徴
と
も
い
え
る「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
な
み
」に

毎
回
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
瀬
戸
内
の
絶
景
を
眺
め
な
が
ら
高

速
道
路
を
疾
走
す
る
こ
の
大
会
、２
０
１
４
年
か
ら
始
ま
り
２

年
毎
に
開
催
、
地
域
の
方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
心
温

ま
る
お
も
て
な
し
も
あ
って
人
気
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
大
会
に
育
って
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ
た
２
０
２
０
年
大
会
を

挟
ん
で
４
年
振
り
の
開
催
で
し
た
。
私
は
30
キ
ロ
コ
ー
ス
に
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
無
事
完
走
。
た
だ
、２
０
１
６
年
１
１
０
キ
ロ
、

２
０
１
８
年
70
キ
ロ
、２
０
２
２
年
は
30
キ
ロ
と
年
齢
に
合
わ
せ

て
の
コ
ー
ス
選
択
。
無
難
と
言
え
ば
無
難
で
す
が
、
多
少
の
寂

し
さ
も
あ
り
ま
す
。

働
い
た　

手
の
ふ
く
ら
ん
で　

初
湯
か
な

スタート前には“ダークみきゃん”
と“みきゃん”も応援に来ました。

10月 30日に開催されたサイクリングしまなみ2022。
来島海峡サービスステーションから出発して、来島海峡
大橋を渡っています。逆風ですが、まだ元気です。
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表
紙
俳
句
に
つ
い
て

　
「
東
京
や
な
ぎ
句
会
」
の
中
で
、
民
族
芸

能
評
論
家
の
永な

が

井い

啓ひ
ろ

夫お

（
２
０
０
６
年
没
）

が
発
表
し
た
俳
句
。
同
句
会
は
、
１
９
６
９

年
に
永
六
輔
、
小
沢
昭
一
等
に
よ
っ
て
結

成
さ
れ
た
俳
句
同
好
会
。（
敬
称
略
）

　

中
村
県
政
４
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
定

例
県
議
会
は
、
12
月
２
日
開
会
し
15
日
間

の
会
期
を
終
え
ま
し
た
。
４
会
派
の
代
表

質
問
と一般
質
問
で
は
、
公
約
実
現
に
向
け

た
今
後
の
県
政
運
営
に
つい
て
質
問
が
集
中

し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
我
が
会
派
（
志
士

の
会
）
の
鈴
木
議
員
（
四
国
中
央
市
）
が
、

四
国
電
力
の
伊
方
原
発
安
全
対
策
に
対
す

る
姿
勢
に
つい
て
知
事
の
考
え
（
注
１
）
を
質た

だ

し
耳
目
を
引
い
て
い
ま
す
。

　

可
決
議
案
は
、
条
例
７
、
補
正
予
算
６
、

人
事
３
、
意
見
書
１
、
そ
の
他
12
。
そ
の

ほ
か
に
交
通
事
故
等
に
よ
る
損
害
賠
償
額

（
３
件
）
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、

「『
反
撃
能
力
』
保
有
、
増
税
提
言
を
受

け
入
れ
ず
、
外
交
で
東
ア
ジ
ア
の
平
和
に
寄

与
す
る
政
治
を
求
め
る
請
願
」
ほ
か
３
件

の
請
願
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

1 

条
例

　

人
事
委
員
会
の
勧
告
に
基
づ
く
職
員
の

給
与
を
改
定
す
る
た
め
の
関
係
条
例
の
改

正
や
、
こ
ど
も
の
城
の
木
製
ア
ス
レ
ッ
チ
ク

遊
具
利
用
料
金
を
追
加
す
る
こ
ど
も
の
城

管
理
条
例
の
改
正
な
ど
で
す
。
そ
の
ほ
か

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
伴
い
次
の
よ

う
に
条
例
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

（
改
正
）�

県
情
報
公
開
条
例
、
県
消
費
生

活
条
例
な
ど

（
廃
止
）
県
個
人
情
報
保
護
条
例

（
制
定
）�

県
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
、

個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例

2 

補
正
予
算

　

12
月
補
正
予
算
は
、
国
の
総
合
経
済

対
策
の
裏
付
け
と
な
る
第
２
次
補
正
予
算

が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
て
追
加
提
案
が

あ
り
、
補
正
予
算
の
総
額
は
一
般
会
計
が

５
１
９
億
６
︐６
０
９
万
円
、
企
業
会
計
が

２
億
８
︐４
８
７
万
円
と
12
月
補
正
予
算

と
し
て
は
今
ま
で
に
な
い
規
模
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
う
ち
一
般
職
員
と
特

別
職
の
給
与
改
定
に
伴
う
増
額
は
13
億
８
︐

６
１
８
万
円
（
表
２
）
で
す
。

令
和
４
年
12
月
県
議
会
の
概
要

【表1】 12⽉補正予算の概要
　　　 一般会計 119 億 233 万円　　企業会計 2 億 1,183 万円）

【表2】 12⽉補正予算　給与改定経費
１　一般職　13 億 8,295 万円
　　　 （一般会計 11 億 7,118 万円　企業会計 2 億 1,177 万円）

2　特別職　323 万円（一般会計 317 万円　企業会計 6 万円）

1 新型コロナウイルス感染症への対応 84億   134万円

2 物価高騰に伴う県内消費への影響緩和策 10億4,092万円

3 当面する課題への対応 12億8,572万円

4 人事委員会勧告に基づく給与改定 13億8,618万円

（
注
１
）
質
問
の
背
景

　

令
和
４
年
10
月
四
国
電
力
が
外
資
系
高

級
ホ
テ
ル
を
、
高
松
港
周
辺
の
「
サ
ン
ポ
ー

ト
高
松
」
に
誘
致
す
る
計
画
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
伊
方
原
発
で
は
（
使
用
済
み
核

燃
料
を
構
内
で一
時
保
管
す
る
）
乾
式
貯

蔵
施
設
な
ど
新
し
い
問
題
も
出
て
き
て
お

り
、
今
ま
で
以
上
に
安
全
対
策
に
資
力
を

注
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
いっ
た
中

で
、
四
電
が
大
規
模
な
観
光
事
業
を
行
う

こ
と
に
疑
問
の
声
が
あ
り
、こ
の
質
問
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
村
知
事
か

ら
は
「
原
発
の
立
地
に
よ
り
、
安
全
・
防

災
対
策
な
ど
多
く
の
業
務
や
多
額
の
財
政

需
要
が
発
生
し
て
い
る
。
安
全
対
策
の
観

点
で
財
源
問
題
も
議
論
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
、
２
０
２
４
年
１
月
に

有
効
期
限
が
満
了
す
る
県
核
燃
料
税
の
更

新
に
つ
い
て
、
含
み
を
持
た
せ
る
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

予算額職員数区 分
一般会計 2万1,453人 11 億 7,118 万円
一般職員 4,233 人 2 億 4,478 万円
警察職員 2,882 人 1 億 8,326 万円
学校職員 1 万 1,652 人 6 億 9,973 万円
会計年度任用職員 2,686 人 4,341 万円

企業会計 2,838人 2 億 1,177 万円
一般職員 2,111 人 1 億 8,606 万円
会計年度任用職員 727 人 2,571 万円
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▼
物
価
高
騰
等
の
対
策40

億
４
︐５
４
７
万
円

　

中
小
企
業
者
や
農
林
水
産
事
業
者
、
医

療
・
福
祉
関
係
者
、
生
活
再
建
に
取
り
組

む
世
帯
、
出
産
や
子
育
て
中
の
方
々
を
幅

広
く
支
援
し
ま
す
。（
主
な
事
業
は
次
の

と
お
り
）

〇�

住
民
税
の
非
課
税
世
帯
や
ひ
と
り
親
世

帯
な
ど
に
県
独
自
で
給
付
金
を
支
給

（
１
億
８
︐１
２
２
万
円
）

〇�

出
産
・
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

向
け
、
面
談
等
の
伴
走
型
相
談
支
援
と
、

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購
入
助
成
等
の

経
済
的
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す
る
市

町
に
交
付
金
を
支
給

（
９
億
８
︐８
６
７
万
円
）

○
小
事
業
者
等
に
よ
る
省
エ

ネ
・
省
コ
ス
ト
や
生
産
プ
ロ

セ
ス
の
改
善
な
ど
物
価
高

騰
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

生
産
性
向
上
に
資
す
る

設
備
投
資
（
事
業
費
総

額
２
０
０
万
円
以
上
）
を

支
援（

４
億
８
︐６
０
０
万
円
）

〇
公
共
交
通
・
運
輸
事
業
者

の
中
長
期
的
な
省
エ
ネ
対

策
を
支
援

（
４
億
２
︐９
８
６
万
円
）

〇
新
規
就
農
者
に
対
す
る

資
材
価
格
高
騰
の
緊
急

支
援
や
、
施
設
園
芸
の
燃

油
高
騰
対
策
緊
急
支
援

（
４
︐８
９
８
万
円
）

〇
原
木
生
産
（
伐
倒
か
ら

運
搬
ま
で
）
に
要
す
る
燃

　

�

料
費
や
、
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
に
要
す
る
資

材
の
高
騰
に
対
し
て
支
援

（
１
億
４
︐０
３
１
万
円
）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

１
１
７
億
８
︐３
６
６
万
円

〇�

重
点
医
療
機
関
等
に
お
け
る
感
染
者
の

病
床
確
保
に
係
る
協
力
金
や
、
入
院
管

理
が
必
要
な
感
染
者
の
受
入
れ
に
係
る

後
方
支
援
協
力
金
等
の
支
給

（
50
億
３
︐７
７
２
万
円
）

〇�

感
染
者
の
診
療
・
看
護
及
び
感
染
確
認

検
査
の
た
め
の
検
体
採
取
業
務
等
を
行

う
医
療
従
事
者
等
に
対
す
る
応
援
手
当

金　
　
　
　
　

�（
５
億
６
︐０
３
７
万
円
）

〇�

県
立
学
校
に
衛
生
用
品
や
換
気
に
必
要

な
備
品
を
整
備　
　

�（
７
︐２
４
４
万
円
）

〇�

県
内
宿
泊
旅
行
へ
の
割
引
や
地
域
限
定

ク
ー
ポ
ン
の
発
行
な
ど
「
え
ひ
め
ぐ
り�

み
き
ゃ
ん
旅
割
」
の
販
売
を
継
続

（
32
億
２
︐０
２
８
万
円
）

な
ど

▼
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の
確
保

３
億
２
１
８
万
円

　

送
迎
バス
内
に
取
り
残
さ
れ
た
園
児
の
死

亡
事
故
を
受
け
、
送
迎
バ
ス
の
安
全
装
置

設
置
や
、
登
園
管
理
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
を

支
援
し
ま
す
。

議会最終日（12月16日）、農林水産委員長として委員会の審査状況を報告

12⽉補正予算の推移（一般会計）
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の
３
大
発
明
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
発
展
を
支
え
る
基

盤
で
す
。
私
た
ち
の
先
人
も
、
活
版
、
写

植
、
謄
写
版
、
邦
文
タ
イ
プ
と
日
本
語
印

刷
の
機
械
化
・
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
▼
日
本
語
入
力
シ
ス
テ
ム
は
、
ま

だ
ま
だ
改
良
さ
れ
て
使
い
勝
手
が
良
く
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
残
念
な
こ
と
に

私
た
ち
は
情
報
機
器
に
頼
ら
な
け
れ
ば
、

漢
字
を「
書
け
な
い
」「
読
め
な
い
」よ
う

に
な
り
ま
す
。
文
化
庁
が
実
施
し
て
い
る

国
語
世
論
調
査
で
、「
情
報
機
器
の
普
及

で
漢
字
を
正
確
に
書
く
力
が
衰
え
る
」と

９
割
が
回
答
し
て
い
ま
し
た
。
時
た
ま
紙

の
辞
書
を
開
く
と
、
何
と
も
表
現
で
き
な

い
安
堵
感
を
覚
え
ま
す
。

▼
近
頃
、
読
め
な
い
漢
字

が
多
く
な
っ
た
と
思
い
ま

せ
ん
か
。
た
と
え
ば「
躊

躇（
た
め
ら
）
う
」「
戦
慄

（
わ
な
な
）
く
」「
狼
狽（
う
ろ
た
）
え
る
」

な
ど
な
ど
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
漢
字
も

パ
ソ
コ
ン
を
使
え
ば
難
な
く
使
い
こ
な
せ

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
の
日

本
語
入
力
シ
ス
テ
ム
は
、
格
段
に
進
歩
し

ま
し
た
。
短
文
を
か
な
で
入
力
す
れ
ば
、

前
後
の
文
脈
か
ら
適
当
な
漢
字
に
変
換
し

て
く
れ
ま
す
し
、
使
い
方
ま
で
表
示
し
て

く
れ
る
の
で
、
辞
書
を
引
く
こ
と
も
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
▼
日
本
語
入
力
シ
ス
テ

ム
の
先
駆
者
は
、
１
９
７
９
年
に
徳
島
市

で
創
業
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
販
売
会
社

ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
で
す
。
同
社
が
開
発

し
た
日
本
語
入
力
シ
ス
テ
ム〝
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｋ

（
エ
ー
ト
ッ
ク
）〟は
、
辞
書
機
能
で
使
用

頻
度
の
高
い
単
語
か
ら
表
示
す
る
な
ど
使

い
や
す
さ
を
追
求
し
、
幅
広
い
ユ
ー
ザ
ー

を
獲
得
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
誕
生
ま
で

の
秘
話
は
、
創
業
者
の
浮う

き

川か
わ

和か
ず

宣の
り

氏
が
日

本
経
済
新
聞
社
の「
私
の
履
歴
書
」
の
中

で
語
っ
て
い
ま
す
▼
英
語
は
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
26
種
類
、
大
文
字
、
小
文
字
が
あ

る
と
し
て
も
52
種
類
の
記
号
で
言
葉
が
出

来
上
が
り
ま
す
。
日
本
語
に
は
、
ひ
ら
が

な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
が
あ
り
ま
す
。
常

用
漢
字
で
も
２
千
以
上
で
す
。
印
刷
に
向

か
な
い
言
語
と
言
え
ま
す
。
印
刷
は
世
界

日
雑
日
感

昭和の終わり頃まで、印刷業で使われていた和文タイプライター。
文字盤から一つ一つ活字を拾い出します。

▼
防
災
・
減
災
対
策
等
の
推
進

３
３
４
億
４
︐７
７
５
万
円

　

国
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の

た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
等
を
活
用

し
、
次
の
様
な
事
業
を
行
い
ま
す
。（
主
な

事
業
は
次
の
と
お
り
）

�

〇�

肱
川
水
系
治
水
対
策
に
お
け
る
肱
川
激

特
事
業
と
河
川
の
豪
雨
対
策
な
ど

（
１
２
１
億
３
︐４
１
０
万
円
）

・�

道
路
整
備
や
橋
り
ょ
う
補
修
等
の
老
朽
化

対
策　
　
　
　

��（
70
億
１
︐２
３
１
万
円
）

・
土
砂
災
害
防
止
施
設
の
整
備

（
49
億
２
︐２
１
０
万
円
）

・
た
め
池
や
農
道
等
の
農
業
基
盤
の
整
備

（
19
億
９
５
９
万
円
）

・
交
通
安
全
施
設
の
整
備

（
４
億
６
︐５
５
２
万
円
）

▼
当
面
措
置
が
必
要
な
経
費

12
億
８
︐５
７
２
万
円

〇�

４
月
29
日
任
期
満
了
と
な
る
県
議
会
議

員
の
選
挙
費　

�（
９
億
１
︐１
８
０
万
円
）

〇�

県
試
験
研
究
機
関
等
の
機
能
強
化
に
向

け
た
設
備
・
機
器
の
整
備

（
４
︐６
７
０
万
円
）

〇�

宇
和
特
別
支
援
学
校
に
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ

ン
や
大
型
電
気
陶
芸
窯
等
を
整
備

（
１
︐３
６
９
万
円
）

3 

人
事

▼
県
土
地
収
用
委
員
会
委
員

　

�

加
地
雅
臣
さ
ん
（
再
任
）

　

芥
川
秀
海
さ
ん
（
新
任
）

　

任
期
は
令
和
５
年
２
月
か
ら
３
年
間

▼
県
土
地
収
用
委
員
会
予
備
委
員

　

佐
川
義
則
さ
ん
（
再
任
）

　

任
期
は
令
和
５
年
２
月
か
ら
１
年
間

4 

意
見
書
（
１
件
）

　

森
林
・
林
業
基
本
計
画
の
推
進
と
林
野

関
係
予
算
の
確
保
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

5 

そ
の
他

⑴�

令
和
５
年
度
の
当
せ
ん
金
付
証
票（
宝
く

じ
）の
発
売
限
度
額（
１
３
２
億
９
０
０
万

円
）
の
決
定

⑵�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
金
額
は
消
費

税
抜
き
）
承
認

○�

宇
和
島
港
樺
崎
大
橋
（
住
吉
町
）
上
部

工
工
事

　

請
負
人　

�

川
田
工
業
株
式
会
社
四
国
営

業
所

　

請
負
金
額　

17
億
５
︐９
６
７
万
円

（
落
札
率
92
・
９
％
）
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1  エネルギー価格・物価高騰への対応 30億   455万円
（1）低所得世帯や子育て世帯への支援 11億6,989万円

① 低所得世帯緊急生活支援事業費 1億8,122万円

② 出産・子育て応援事業費 9億8,867万円
（2）医療・福祉施設への支援 4億3,517万円

① 医療・福祉版応援金事業費 4億3,517万円

（3）中小事業者等への支援 9億1,586万円
① 物価高騰対策設備投資支援事業費 4億8,600万円

② バス・トラック等省エネ対策支援事業費 4億2,986万円

（4）農林水産事業者への支援 4億8,363万円
① 新規就農者緊急支援事業費 3,838万円

② 施設園芸燃油高騰対策緊急支援事業費 1,060万円

③ 原木乾しいたけ生産環境改善支援事業費 1,022万円

④ 木材生産緊急対策支援事業費 1億4,031万円

⑤ 酪農・肉用繁殖農家緊急生産支援事業費 7,740万円
⑥ 漁業用燃油・飼料高騰対策緊急支援事業費 2億　672万円

2  子どもの安全・安心の確保 3億　218万円
① 幼児教育施設等送迎バス安全対策事業費補助金 2億5,200万円
② 特別支援学校等スクールバス安全対策事業費 720万円
③ 公立学校スクールバス安全対策事業費補助金 4,298万円

3  新型コロナウイルス感染症への対応 33億8,232万円
① 感染症対応医療機関体制強化事業費 8,960万円

② 県立学校感染拡大防止対策事業費 7,244万円
③ 全国旅行支援事業費 32億2,028万円

4  防災・減災対策等の推進 334億4,775万円
① 土木施設の防災・減災対策

道路整備や橋りょう補修等の老朽化対策 70億1,231万円

土砂災害防止施設の整備 49億2,210万円

盛土規制法の施行に伴う基礎調査の実施 5,147万円

など
② 農林水産施設の防災・減災対策

ため池や農道等の農業基盤の整備 19億　959万円

林道、森林、治山施設等の整備 17億1,729万円

など

③ その他
交通安全施設の整備 4億6,552万円

豚豚熱の検査体制の強化 1,179万円
など

【表3】 総合経済対策関係の追加補正予算
　　　 一般会計 400 億 6,376 万円　企業会計 7,304 万円）

○�
県
道
嵐
田
之
浜
岩
松
線
巽
橋
（
津
島
町

岩
松
）
建
設
工
事

　

請
負
人　

株
式
会
社
愛
橋

　

請
負
金
額　
５
億
２
︐４
８
１
万
円

（
落
札
率
92
・
１
％
）

○�

公
営
住
宅
北
条
地
区
（
第
一
期　

北
条

辻
）
新
築
工
事

　

請
負
人　

�

大
和
・
愛
媛
・
大
進
共
同
企

業
体

　

請
負
金
額　

12
億
５
︐１
８
０
万
円

（
落
札
率
98
・
７
％
）

⑶�

10
月
18
日
専
決
処
分
し
た
令
和
４
年
度

愛
媛
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

34
億
７
︐３
０
０
万
円
の
承
認

⑷
土
木
建
設
工
事
の
負
担
金
額
変
更
の
決
定

⑸�

継
続
審
査
と
な
って
い
た
令
和
３
年
度
決

算
４
件
の
認
定
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晴走雨読私の本棚

せ そ ど
い うう く

　

１
９
４
５（
昭
和
20
）
年
８
月
15
日
の
玉
音
放
送
。

こ
こ
か
ら
新
し
い
日
本
が
生
ま
れ
、
私
た
ち
は
民
主
政

治
と
地
方
自
治
を
手
に
し
ま
し
た
。
こ
の「
愛
媛
県
政

二
十
年
」
は
、
長
年
戦
後
愛
媛
県
政
の
現
場
を
取
材
し

て
き
た
今
井
琉
璃
男（
注
２
）
氏
が
、
地
方
自
治
揺よ

う

籃ら
ん

期き

の
県
政
を
記
録
に
残
そ
う
と
、１
９
６
５（
昭
和
40
）年

９
月
か
ら
同
年
12
月
に
か
け
て
愛
媛
新
聞
紙
上
に
連
載

し
た
「
愛
媛
県
政
20
年
」
に
加
筆
、
補
正
を
加
え
て
出

版
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

終
戦
か
ら
20
年
、
愛
媛
県
に
は
強こ

わ

面も
て

で
人
間
味
豊
か

な
政
治
家
が
次
々
と
登
場
。
財
界
や
県
庁
職
員
に
も
優

秀
か
つ
個
性
的
な
面
々
が
そ
ろ
い
、
発
展
す
る
経
済
を
背

景
に
活
発
に
活
動
。
多
く
の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
、日
本
の

自
治
の
縮
図
で
し
た
。
例
え
ば
１
９
６
０（
昭
和
35
）年

12
月
17
日
か
ら
67
日
間
に
わ
た
っ
た〝
県
議
会
の
ふ
た
り

議
長
騒
動
〟。
自
民
党
県
議
団
の
分
裂
に
端
を
発
し
た

こ
の
事
件
は
、
県
内
政
財
界
の
長
老
や
、
現
職
国
会
議

員
が
調
停
に
立
って
や
っ
と
解
決
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
も
副
知
事
廃
止
条
例
を
制
定
し
て
副
知
事
の
首
を
飛

ば
し
た
り
、
県
職
員
・
教
員
の
勤
務
評
定
を
他
府
県
に

先
が
け
て
実
施
し
教
員
組
合
を
つ
ぶ
し
た
り
し
て
、全
国

の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

著
者
は
、
県
政
担
当
記
者
と
し
て
収
集
、
蓄
積
し
た

資
料
を
基
に
し
て
、こ
れ
ら
事
件
の
秘
話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
披
露
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
辛
辣
な
人
物
評
も
多
々

み
ら
れ
ま
す
。
発
刊
当
時
に
は
存
命
の
方
も
お
り
、
物

議
を
醸
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
全
体
を

と
お
し
て
、
公
正
な
記
者
の
目
で
県
政
を
追
い
、
新
生
愛

媛
県
の
発
展
を
願
って
き
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
最

終
章〝
二
十
年
の
回
顧
と
今
後
〟は
、「
愛
媛
県
政
二
十

年
、
結
局
人
か
ら
出
て
人
に
帰
結
し
た
歴
史
で
あ
っ
た
。

政
治
の
向
上
、
愛
媛
の
発
展
を
、日
本
の
自
治
の
発
展
を

願
う
と
き
、
わ
れ
わ
れ
の
運
命
を
託
す
る
政
治
家
の
真し

ん

贋が
ん

を
み
わ
け
る
こ
と
こ
そ
喫
緊
の
要
務
で
あ
る
」
と
、
有

権
者
で
あ
る
県
民
に
県
政
発
展
を
託
し
て
結
ん
で
い
ま

す
。

（
注
２
） 今
井
琉
璃
男（
い
ま
い 

る
り
お
）／
１
９
２
８（
昭
和
３
）

年
松
山
市
生
ま
れ
。１
９
５
２（
昭
和
27
）年
松
山
商
科

大
学
卒
。１
９
５
０（
昭
和
25
）年
愛
媛
新
聞
社
入
社
。社

会
部
長
、専
務
取
締
役
編
集
局
長
、代
表
取
締
役
社
長
、

代
表
取
締
役
会
長
を
歴
任
。２
０
２
２（
令
和
４
）年
９

月
没
、享
年
94
歳
。（
敬
称
略
）

愛媛県議会議員

松下 行吉  まつした  ゆきよし
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http://www.iyo.ne.jp/matsushita31/
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